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１日２時間以内，夜９時以降はやらない

 

夏休みにも大いに『チャレンジ』を！ 
～結果のみに着目せず，取組の過程を認め，励ます～ 

 

本日，無事１学期が終了いたしました。子どもたちが元気に明るく学校生活を送ることができた

ことに，保護者・地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

また，明日から始まる夏休みが，病気やけが，交通事故や水の事故などがなく，子どもたちにとっ

て有意義な夏休みになるように，皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

「チャレンジしましょう。」と簡単に言いますが，「チャレンジ」してみようと思うためには，明確

な目標と環境づくりが大切です。中でも，支持的風土が整っていることが必須条件です。 

学校でも，子どもたちが「チャレンジ」できる環境づくり，つまり，失敗してもその取組や努力の

過程を認め，励ましてくれる支持的風土・雰囲気がある学年・学級づくりを目指しています。 

ご家庭においても，この夏休みに，お子さんの「チャレンジ」しようとする意欲や姿勢を認め，励まし， 

お子さんの背中を後押しして欲しいと思います。（ただし，無謀なチャレンジや無責任 

なチャレンジのことではありません。）チャレンジの結果，きれいにできなかったり，時 

間がかかってしまったり，時には失敗してしまうことがあるかも知れませんが，大人 

（教師や親）がしっかりと子どもの「チャレンジ」を見守り，意欲や努力を認め，評 

価する確かな目（力）をもつことが，子どものチャレンジ精神を育みます。 

子どもに関わるすべての大人が，子どもたちの「チャレンジ」を認め，励ましていきましょう。 

さて，皆さんはロシアW 杯（ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ）をご覧になったでしょうか。とり分け 

日本代表の活躍は日本中を元気づけてくれました。私も，午前３時からの生放送を 

一喜一憂しながら見ていました。と同時に，前回のブラジルＷ杯での日本代表の試 

合のことを思い出しました。 

前回のブラジルＷ杯は，今大会の日本代表以上に活躍が期待されていましたので，私

も結果
・ ・

を大いに期待していた一人でした。しかし，結果は１分２敗の予選最下位となり，あえなく予選リーグ敗退と

なってしまいました。期待が大きかった分，敗北感や失望感を感じたのは私だけではなかったと思います。大会後は，

日本サッカー協会に対する批判，監督の戦術に対する批判，選手への批判がネット上に渦巻こととなりました。 

結果だけを見れば，期待を裏切るものであり，「失敗
・ ・

の大会」であったと私は思っていました。しかし，ネ

ットでの批判が渦巻く一方で，日本サッカー協会技術委員会からこのブラジルＷ杯で試みた
・ ・ ・

「チャレンジ
・ ・ ・ ・ ・

」につい

てのレポートが発表されました。 

自分より強い相手と対戦するときにサッカーでは，守備を固め，相手の一瞬の隙を突いたカウンター攻撃を仕

掛けるのが定石です。過去の日本代表も定石通りカウンター攻撃で戦ってきました。しかし，ブラジルＷ杯では

『日本人のサッカーを世界に示す』を目標に掲げ，守備を固めるだけのサッカーから，前線から積極的にボー

ルを奪いに行き，ダイレクトパスや短いパスを繋いでゴールを奪う，という日本人の特性である敏捷性や組織力を

最大限に生かしたサッカーで世界
・ ・

に
・

「チャレンジ
・ ・ ・ ・ ・

」した
・ ・

と言うものでした。もしも，勝つためのサッカーをして

いたならば，結果は違っていたかも知れません。 

日本サッカーが世界と戦うための新たな一歩である，日本サッカーの「チャレンジ」 

がそこにあったことを私は初めて知りました。結果のみに着目するのではなく，物事の 

本質をしっかりと見極める力，見抜く力が大切であることを感じた出来事でした。 

 


